
宮崎医大の先生をむかえ

外科診療を開始

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

掛
舅
鵜

㍗
㌔
艦
い

報
薙

町
．
郭
．

ア
’

’

．
．
騒

　町）国民健康保険病院（冨永志

郎院長）て外科の診療か始まりま

した。

　町ては、不在の外科医師確保に

努力をかきねてきましたか、この

ほこ宮崎医科大学の協力によって

同大学第2外科の4名の先生か交

代て診療にあたることになう4月

13日かろ診療を開始して’ます

　診療にあたる先生は、富田τ卜喩

住任教拶）、占賀保範1助教

授）、柴田紘一郎、講師1、鬼塚

敏男r講師）の各先生てすか初日

1こ早速手術か行なわれるなこ、ひ

きしふうの外科診療こ草内院内も活

気ついています

’露　く

ゆか；艮や五月の海の道化者

　やとかりの子がせっせとはたり 牧水
昭和52年5月号第510号

発行東郷町役場・編集企画開発課
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織ミ諏喋薩協ガを豪
撃裁縫叢羨li妻諺魂泊1：毒潴i遣あ場所べ灘嫁1灘1

鞍ぐ環1陽1；ご・ン：1∵∴二‘サ∴胸恥1・、lr驚農∫ゾ’で・1陰・パ図．’∵　　　　　　　　　　　　　　　　一一・1㌧ぞ㍗弩ご1’

　
町
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
ゴ
ミ
の
収

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
、
収
集
の
方
法

は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
コ
ミ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
別
し
町
て
指
定
し
た
袋
に
入
れ
て
収

ロ
　
　
　
　

集
日
の
午
前
八
時
三
十
分
ま
て
に
斗
、
・
め

ら
れ
た
場
所
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
な
ぜ
捨
て
る

　
収
集
が
始
め
ら
れ
て
か
ら
は
老
入
ク

ラ
ブ
、
青
年
団
等
の
奉
仕
作
業
も
あ
っ

て
か
な
り
き
れ
い
に
な
う
ま
し
た
　
し

か
し
ま
た
不
法
に
投
げ
捨
て
た
・
り
、
わ

ざ
わ
ざ
家
か
ら
出
た
コ
ミ
を
川
や
谷
に

捨
て
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。
町
て
は

こ
の
ほ
と
コ
ミ
の
不
法
投
棄
の
状
況
を

見
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
か
な
り
の
コ

ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
．
．
捨
て
た

人
が
判
っ
た
分
に
つ
い
て
は
引
き
と
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ

の
不
法
投
棄
は
、
　
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
一
に
基
づ
き
処

罰
き
れ
ま
す
の
て
絶
対
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．
．

　
　
危
険
な
投
げ
捨
て

　
ゴ
ミ
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
や
r
．
か

い
な
ゴ
ミ
か
空
缶
、
空
ヒ
ノ
勝
て
す
，

特
に
ジ
．
一
ー
ス
、
ヒ
ー
ル
の
空
缶
か
多

い
よ
う
て
す
。
家
庭
？
っ
出
さ
れ
る
こ

と
も
あ
う
ま
す
か
多
く
は
、
自
動
車
の

中
か
ら
の
投
げ
捨
て
て
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
投
デ
捨
て
は
美
観
を
そ
こ

な
う
こ
と
は
勿
論
て
す
か
大
へ
ん
危
険

て
す
の
て
車
に
乗
ら
れ
る
方
は
特
に
注

意
し
行
き
先
て
の
コ
ミ
は
持
ち
帰
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う

　
町
内
か
ら
ゴ
ミ
を
な
く
し
明
る
い
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
こ
協
力
下
さ

隔～「　 ’璽

き酒、へ皐

・
転

翫＿㌔．

国
保
税
条
例
の

一

部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
か
改

正
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
き
れ
ま

し
た

　
ま
ず
、
保
険
税
の
課
税
限
度
額
か
十

五
万
円
か
ら
十
七
万
円
こ
引
き
上
デ
ら

れ
ま
し
た
．
．

　
つ
ぎ
に
、
本
年
唆
か
ら
被
保
険
者
の

資
格
の
な
い
「
み
な
す
世
帯
主
「
の
所

得
と
資
産
税
を
国
民
健
康
保
険
税
の
所

得
割
額
と
資
産
割
額
の
課
税
対
象
と
し

な
い
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
つ
ま
）

い
ま
ま
て
は
世
帯
主
か
社
会
保
険
な
と

に
加
入
し
て
い
る
た
め
に
、
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
か
な
い
場
含

て
、
そ
の
世
帯
に
被
保
険
者
が
い
る
と

㍉
、
・
は
、
そ
の
世
帯
主
の
所
得
と
資
産
税

が
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
　
こ

の
制
度
か
四
月
一
日
か
ら
廃
止
き
れ
た

わ
け
て
す
．

今
年
度
か
ら
、
四
月
寸
五
日
ま
て
に

所
得
の
申
告
を
し
な
ナ
れ
ぽ
な
ら
な
く

な
う
ま
し
た
．
た
七
し
、
す
て
に
町
民

税
の
所
得
申
告
を
し
て
、
る
人
は
、
改

め
て
由
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　
な
お
、
年
磨
途
中
て
被
保
険
者
と
な

’，

ｽ
人
は
、
資
格
取
得
の
日
か
ら
十
五

日
以
内
に
所
得
の
申
告
を
し
て
い
た
と

く
こ
と
こ
な
一
．
’
」
、
”
ま
す

異
動
届
は
1
4
日
以
内
に

国
民
健
康
保
険
て
よ
、
被
保
険
者
二

異
動
か
あ
っ
た
と
》
、
・
は
月
刮
て
課
税
ふ
・
、

れ
ま
す
。
被
保
険
者
か
社
会
保
険
に
加

入
・
脱
退
、
転
入
・
転
出
・
死
し
。
出

生
・
生
盾
保
護
の
開
始
・
廃
止
な
こ
の

異
動
を
生
し
た
と
｝
・
、
は
、
f
四
日
以
内

に
住
民
課
容
口
に
齢
す
て
く
セ
き
い

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
2
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
④
印
か
ん
、
昏
・
・

ら
に
社
会
保
険
こ
加
入
し
た
人
は
⑫
社

会
保
険
の
被
保
険
者
証
と
な
》
ま
す
。

国民健康保険被保険者移動手続

住
　
民
　
課

＼
／

社会保険（加入・脱退）

転入・転出・出牛・死し

生着保護（開始・与野

　　　　　　　なと

　　　　　14日以内

Z国民健康保険被保険者証

Z印かノし

重社保加入者は同被保険者証
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順
徳
祭
と
慰
霊
祭

　
四
月
一
日
午
前
↑
時
か
ら
頗
徳
祭
か

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
　
（
写
真
）

　
当
日
は
碑
に
そ
の
名
を
刻
ま
れ
て
い

る
元
村
長
の
新
名
弓
治
、
高
森
順
蔵
、

奈
須
熊
吉
、
里
、
木
松
美
各
氏
の
遺
族
と

木
村
町
長
、
黒
木
議
長
は
し
め
関
係
者

か
参
列
し
町
長
の
祭
詞
奉
読
の
な
か
町

政
に
大
㍉
・
・
な
功
労
の
あ
っ
た
故
人
の
遺

業
を
し
の
び
遺
徳
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
ま
た
三
日
に
は
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

か
成
願
寺
境
内
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
．

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
西
南
戦
争
か
ら
太

平
洋
戦
争
ま
て
の
戦
没
者
三
百
九
十
五

柱
の
冥
福
を
祈
る
た
め
毎
年
こ
の
日
に

開
か
れ
て
い
る
も
の
て
す
、

　
当
日
は
遺
族
二
百
五
十
人
目
関
係
者

五
十
人
か
参
列
し
神
式
と
仏
式
に
よ
り

し
め
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
．

一
ひ
と
の
う
ご
き

法
務
省
異
動

呑
の
異
動
等
か
ら
関
係
分
に
つ
い
で
掲
載
し
ま
す

宮
崎
地
方
法
務
局
東
郷
出
張
所

　
転
　
入

　
▽
徳
元
一
己
へ
西
都
市
か
ら
）

　
転
　
出

　
▽
堀
田
三
郎
（
北
方
町
へ
）

教
職
員
移
動

東
郷
小
学
校

　
転
　
入

　
▽
久
島
欣
昭
（
校
長
）
三
納
中
か
ら

　
▽
肥
後
等
へ
教
頭
）
恒
富
中
か
ら

▽
山
田
静
（
教
諭
）
南
郷
中
か
ら
　
▽

近
間
辰
雄
（
教
諭
）
日
知
屋
小
か
ら

　
転
　
出

　
▽
甲
斐
忠
美
（
校
長
）
退
職
　
▽
小

野
十
四
生
（
教
頭
）
旭
小
へ
　
▽
白
井

賢
（
教
諭
）
富
高
小
へ
　
▽
児
玉
耕
一

へ
教
諭
）
大
王
谷
小
へ
　
▽
田
村
千
鶴

子
（
教
諭
）
塩
見
小
あ
か
つ
き
学
園
分

校
へ

福
瀬
小
学
校

　
転
　
入

　
▽
轟
伊
藤
見
（
教
頭
）
上
米
良
小
か

ら
▽
山
崎
彰
生
（
教
諭
）
平
岩
小
か

ら
▽
岡
春
江
（
教
諭
）
新
採
用

　
転
　
出

　
▽
古
川
真
澄
へ
教
頭
）
延
岡
小
へ

▽
土
岐
宗
晴
（
教
諭
）
旧
知
屋
小
へ

▽
大
峰
幸
則
へ
教
諭
）
門
川
小
へ

坪
谷
小
学
校

　
転
　
入

　
▽
安
田
教
英
へ
教
諭
）
日
知
屋
小
か

ら
　
▽
佐
藤
治
夫
へ
教
諭
）
塩
見
小
か

〉
り　

転
　
出

　
▽
岸
本
哲
男
（
教
諭
）
富
高
小
へ

▽
田
中
恵
美
子
（
教
諭
）
下
赤
小
へ

越
表
小
学
校

　
転
　
入

　
▽
上
水
和
昭
（
校
長
）
小
林
小
か
ら

▽
市
成
剛
（
教
諭
）
富
高
小
か
ら
　
▽

南
郷
ノ
リ
（
教
諭
）
中
霧
島
小
か
ら

▽
河
野
工
（
教
諭
）
赤
江
小
か
ら
　
▽

柏
田
藤
子
（
養
護
教
諭
）
財
光
寺
小
か

ら　
転
　
出

　
▽
桑
畑
正
（
校
長
）
三
納
中
へ
　
▽

連
城
繁
（
教
諭
）
志
和
池
小
へ
　
▽
中

村
堅
次
（
教
諭
）
三
急
難
へ
　
▽
佐
々

木
公
子
（
教
諭
）
東
海
小
へ
　
▽
福
田

ト
ヨ
へ
養
護
教
諭
）
財
光
寺
小
へ

寺
迫
小
学
校

　
転
　
入

　
▽
別
府
一
郎
（
校
長
）
中
霧
島
小
か

ら
　
▽
伊
東
新
義
（
教
頭
）
山
本
小
か

ら
　
▽
坂
本
淳
（
教
諭
）
富
高
小
か
ら

　
▽
森
淳
子
（
主
事
）
新
採
用

　
転
　
出

　
▽
兼
崎
省
三
（
校
長
）
退
職
　
▽
長

渡
万
太
郎
（
教
頭
）
美
々
津
小
へ
　
▽

今
井
逸
雄
（
教
諭
）
都
於
郡
小
山
田
分

校
へ

東
郷
中
学
校

　
転
　
入

　
▽
河
野
泰
蜜

　
▽
岩
切
小
夜

　
転
出

　
▽
松
村
喜
博

▽
森
迫
謙
四
郎

　
▽
宇
津
倭
文

▽
長
友
つ
モ
手

坪
谷
中
学
校

　
転
　
入

　
▽
山
元
実
彦

　
▽
成
合
一
男

　
▽
岩
切
素
子

　
転
　
出

　
▽
温
水
隆
二

　
▽
河
野
泰
廣

（
教
諭
）
坪
谷
中
か
ら

（
教
諭
）
新
採
用

（
教
諭
）
諸
塚
中
へ

（
教
諭
）
財
光
寺
小
へ

（
教
諭
）
富
島
中
へ

（
教
諭
）
東
海
中
へ

（
校
長
）
宮
崎
中
か
ら

（
教
諭
）
日
向
中
か
ら

（
教
諭
）
南
中
か
ら

（
校
長
）
野
尻
中
へ

（
教
諭
）
士
果
郷
中
へ

坪
谷
中
越
表
分
校

　
転
　
入

　
▽
池
田
皓
繁
（
教
諭
）
高
鍋
東
中
か

ら　
転
　
出

　
▽
佐
々
木
康
治
（
教
諭
）
南
申
へ

県
職
員
移
動

東
郷
町
教
育
委
員
会

　
▽
菅
芳
広
（
県
教
育
委
員
会
か
ら
）

山
陰
警
察
官
派
出
所

　
転
　
入

　
▽
瀬
戸
口
大
美
（
諸
塚
村
か
ろ
）

　
転
　
出

　
▽
佐
藤
高
義
（
日
向
市
へ
）

町
職
員
発
令

退
　
職
（
3
月
5
1
日
付
）

▽
都
甲
真
弓

採
　
用
（
4
月
1
日
付
）

▽
寺
原
美
都
代
（
東
郷
病
院
勤
務
）

▽
三
木
美
千
代
（
東
郷
病
院
勤
務
）

五
十
一
一
年
度
区
長
（
O
は
新
任
）

▽
寺
迫
区

▽
福
瀬
区

▽
小
野
田
区

▽
鶴
野
内
区

▽
迫
野
内
区

▽
八
重
原
区

▽
田
野
区

▽
羽
坂
区

▽
仲
深
区

▽
坪
谷
区

▽
凹
凹
区

▽
下
渡
川
区

海
野
与
七

新
名
哲
朗

都
甲
鶴
男

岩
見
春
治

黒
木
均

山
口
　
茂

鈴
木
政
夫

畢
木
一
喜

中
野
正
已

矢
野
宝
蔵

川
上
巌

日
高
　
清

○○○○○○
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主
索
循
環
式
架
線
に
よ
る

　
今
年
の
林
業
祭
は
間
伐
を
テ
ー
マ
に

し
た
林
業
祭
て
あ
う
ま
す
。

　
間
伐
に
つ
い
て
発
表
を
と
い
う
こ
と

で
し
た
か
発
表
と
い
う
よ
う
事
例
報
告

と
h
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

か
、
主
索
循
環
式
架
線
に
よ
る
間
伐
材

搬
出
に
つ
い
て
の
へ
ま
す
。

　
最
近
て
は
植
え
る
林
業
よ
り
育
て
る

林
業
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
．
勿
論
、
造
林
す
る
こ
と

も
大
切
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

昭
和
五
十
年
の
年
代
は
間
伐
生
産
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
の
造
林
は
植
付
本
数
も
多
く
下

刈
を
一
年
て
も
早
く
上
り
労
力
の
省
力

化
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
一
．
た
わ
け
て
す

か
、
ツ
（
の
後
は
手
入
れ
が
行
な
わ
れ
な

い
ま
㌧
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
の

よ
う
で
す
。

　
人
エ
造
林
の
拡
大
に
伴
っ
て
除
間
伐

を
必
要
と
す
る
林
分
が
急
増
し
て
全
国

的
に
も
問
題
と
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
林
業

機
関
紙
等
て
必
ず
と
い
っ
て
い
い
程
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
間
伐
か
行
な
わ
れ
な
い
の
か
．

　
賃
金
、
搬
出
、
色
々
と
問
題
も
あ
り

し
ま
・
“
う
か
聞
伐
は
全
伐
に
比
へ
て
生

産
コ
ス
ト
か
高
く
つ
く
上
に
流
通
利
用

の
面
て
需
要
か
少
な
く
採
算
に
合
わ
な

い
。
こ
の
よ
う
・
．
こ
と
か
ら
も
間
伐
の

間
伐
材
の
搬
出

山
　
田
　
典
　
生

手
遅
れ
の
林
分
が
増
え
る
こ
と
に
な
’
．

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
健
全
な
山
を
造
る
に
は
除
間
伐
が
要

求
さ
れ
て
き
ま
す
。
聞
伐
は
農
作
物
で

野
菜
栽
培
の
間
引
と
養
し
で
、
杉
て
も

こ
み
過
ぎ
る
と
互
い
に
成
長
の
邪
魔
を

し
合
っ
て
太
る
こ
と
も
出
来
ず
小
径
木

の
木
ば
か
う
に
な
う
ま
す
。

　
間
伐
の
目
的
は
山
を
健
全
に
育
て
る

も
の
で
す
か
ら
収
入
セ
ナ
を
目
的
と
し

て
考
え
る
と
仲
直
出
来
な
い
。
思
い
切

っ
て
採
算
を
度
外
視
し
た
間
伐
を
行
な

う
こ
と
か
大
切
て
あ
り
、
又
森
林
保
護

に
も
つ
な
か
り
ま
す
の
て
是
非
除
間
伐

を
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
間
脳

材
の
搬
出
を
広
範
囲
に
行
な
う
こ
と
が

て
き
る
主
索
循
環
式
架
線
1
7
一
よ
っ
て
行

な
っ
た
結
果
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
．
．

　
こ
の
主
索
衛
環
式
架
線
は
森
林
組
合

か
林
構
事
業
て
導
入
し
た
も
の
て
県
の

林
業
指
導
課
の
指
導
に
よ
り
五
十
年
一

月
に
行
な
っ
た
も
の
て
賃
金
単
価
面
て

多
少
の
相
違
か
あ
る
の
て
そ
の
占
、
こ
了

承
い
た
た
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
ず
概
要
を
申
し
ま
す
と

　
事
業
所
は
東
郷
町
大
学
山
陰
字
上
大

谷
の
町
有
林
、
樹
種
杉
、
林
令
一
【
十
九

年
生
、
面
積
一
二
、
索
張
り
諸
元
と
し

て
循
環
索
延
艮
　
四
三
二
M
、
支
間
最

大
傾
斜
角
　
二
五
度
、
内
角
範
囲
　
九

〇
度
～
一
五
〇
度
、
使
用
機
械
　
循
環

索
川
鉄
六
×
十
九
、
十
二
％
、
集
材
機

　
南
星
式
K
K
1
、
エ
ン
ジ
ン
ヤ
ノ
マ

ー
N
T
一
一
〇
、
滑
車
　
サ
ク
ラ
滑
車

二
十
四
ケ
使
用
、
突
落
し
ワ
ノ
ク
　
ノ

・
ノ
ク
ル
付
早
掛
フ
ノ
ク
。

次
に
作
業
工
程
。

1
選
木
伐
木
造
材
粛
清

　
二
人
尊
霊
円
、
↑
七
人
五
万
九
下
五

百
円
、
十
五
人
五
万
二
千
五
百
円
、
三

↑
四
人
十
一
万
九
千
円
。

　
空
木
に
あ
た
っ
て
は
林
内
を
一
巡
祈

し
一
箇
三
五
．
濯
の
標
準
地
冷
二
「
箇
所
設

け
、
間
伐
木
本
数
を
保
育
形
式
間
伐
指

針
表
に
よ
り
予
測
し
て
選
虚
し
、
新
木

と
か
曲
り
導
燈
を
優
先
に
伐
り
平
均
木

よ
う
小
さ
い
順
に
印
し
づ
け
伐
害
し
た

伐
倒
し
た
後
、
も
う
一
度
見
落
し
は
な

い
か
見
て
手
直
し
を
し
た
。
木
犀
は
循

環
線
の
下
へ
集
め
た
。
、

　
2
集
材
工
程

　
九
人
三
万
一
千
五
百
円
、
二
十
八
人

九
万
八
千
円
、
四
人
一
万
四
千
円
、
四

十
一
人
十
四
万
三
千
五
百
円
．

　
作
業
の
順
序
と
し
て
、
⑦
支
柱
木
の

選
定
◎
滑
車
　
δ
運
搬
取
付
e
り

！
ド
ロ
；
プ
の
引
廻
し
　
④
試
運
転

　
吊
荷
は
一
ス
パ
ー
ノ
（
四
つ
M
～
五

〇
M
）
に
↓
荷
，
　
　
一
荷
に
り
・
二
㎡

（
約
パ
導
）
つ
り
一
日
に
二
五
〃
（
百

八
十
石
）
搬
出
し
た
。

　
そ
の
他

　
燃
料
、
機
械
償
却
費
　
　
一
万
四
千
七

百
九
十
八
円
、
ト
ラ
ノ
ク
運
送
　
六
台

四
万
九
百
九
十
四
円
、
市
場
手
数
料

三
万
八
千
二
百
＝
、
円
、
ぽ
え
馬
料
　
三

千
四
百
十
六
円
、
そ
の
他

経
費
　
二
千
五
百
円
、
計

九
万
九
千
九
百
十
一
円

　
以
上
、
　
一
十
当
り
の
収

支
計
算
は
次
の
通
う
。
こ

れ
は
日
向
林
産
物
流
通
セ

ノ
タ
ー
に
よ
る
精
算
て
単

価
は
平
均
の
計
算
で
あ

る
。　

こ
の
主
索
循
環
式
架
線

の
よ
い
点
は
峰
越
し
や
逆

勾
配
と
か
地
形
に
合
せ
て

左
右
の
カ
ー
ブ
の
索
張
り

が
出
来
る
論
う
が
容
易
で

あ
る
た
め
障
害
物
を
さ
け

て
架
設
て
き
る
。
又
作
業

の
都
合
で
は
二
⊃
M
～
三

D
M
間
か
く
て
連
続
し
て

荷
が
送
ら
れ
ま
す
．

　
悪
い
占
い
は
、
支
柱
と
冊

ク
ラ
滑
車
か
多
く
必
要
と

な
う
ま
す
．
比
較
的
細
い

ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
と
小
型

の
機
材
を
使
用
す
る
場
合

は
荷
を
多
く
搬
出
す
る
こ

と
か
出
来
な
h
と
い
え
ま

す
。　

間
伐
の
搬
出
に
あ
た
っ

て
は
機
械
集
材
、
人
再
の

集
計
を
利
用
し
ま
す
が
、

山
の
出
乳
量
と
搬
出
距
離

　　　収支剖算
1、素材生産及び粗収入

考備額金価単三材末口径長材材種別

石平均8，032円

　〃　　7，168

　〃　　3，226

632，993円

134，089

81，878

848，960

28，893円

25，786

11，607

21，908㎡

5，200

7，054

54，162

3～22c〃

3～16

3～20

4〃霧

3

2

一搬材

　二

丁内支2、収

純収入①一④

486，549円

生産経費②ﾀ
362，411円

事業費◎　　市場手数料◎

320，792円　　　　41，619円

売圭金額∫‘主

里
数

848，960円34，162ηz

に
ょ
う
い
ろ
い
ろ
と
方
法
か
決
ま
る
と

思
い
ま
す
。

　
私
有
林
は
小
面
積
の
区
分
が
多
い
の

て
隣
接
す
る
所
有
者
と
共
同
で
伐
採
搬

出
作
業
を
行
な
っ
た
う
、
間
伐
作
業
路

の
開
設
等
積
極
的
に
取
）
く
む
こ
と
か

生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
有
利
な
間
伐
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。
又
森
林
病
害
虫
、

特
に
ス
ギ
ノ
サ
イ
タ
マ
バ
エ
等
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
の
て
是
非
除
間
伐
を
や

っ
て
い
た
た
く
よ
う
お
願
い
し
て
私
の

報
告
を
終
う
ま
す
。

町報とうこう（5）

　
家
庭
教
育
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

会
合
で
こ
れ
程
よ
く
聞
く
言
葉
は
な
い

よ
う
て
す
．

　
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
て
な
さ
れ
る
教
育
、

そ
れ
は
主
に
賦
て
す
．
、
　
「
了
は
親
の

鏡
」
と
か
、
親
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ

ば
、
子
供
は
自
然
と
親
の
す
る
こ
と
を

真
似
し
て
く
る
の
て
す
．
子
供
に
は
勉

強
せ
よ
、
と
云
い
な
が
ら
自
分
達
は
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
。
悪
い
こ
と
は
す
る

な
と
云
い
な
か
ら
飲
酒
運
転
を
す
る

　
ま
す
身
近
な
と
こ
ろ
が
ら
、
私
達
母

親
か
、
目
を
叫
、
）
ら
玉
、
、
、
明
る
い
家
庭
作

り
を
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
も
結
婚
し
て
十
二
年
目
過
ぎ
、
小

学
五
年
の
長
男
と
小
学
三
年
の
長
女
、

そ
れ
に
、
し
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

私
達
夫
婦
の
六
人
家
族
の
毎
日
て
す
、

幸
に
、
七
十
三
才
と
六
十
八
才
の
し
い

ち
ゃ
ん
、
ま
あ
ち
ゃ
ん
も
ま
た
元
気
て

山
に
行
っ
た
り
、
店
の
番
を
し
て
く
れ

た
り
、
せ
ん
た
く
物
を
た
た
ん
て
く
れ

た
り
て
、
忙
し
い
私
に
と
っ
て
は
助
け

の
神
様
て
す
．
子
供
が
小
学
校
に
入
学

し
て
か
ら
、
何
か
を
身
に
つ
け
き
せ
て

や
り
た
い
、
そ
れ
に
よ
の
．
て
、
精
神
的

肉
体
的
に
自
信
を
持
た
せ
て
や
ら
な
く

て
は
何
と
な
く
弱
々
し
く
消
極
的
な
人

間
に
な
り
そ
う
た
　
と
主
人
は
い
つ
も

云
っ
て
い
ま
し
た
．
三
年
生
に
な
っ
た

時
、
職
場
の
ヒ
司
の
方
の
お
世
話
て
剣

道
を
始
め
ま
し
た
、
礼
に
始
ま
う
礼
に

終
る
．
　
ス
ホ
ー
ソ
す
へ
て
か
そ
う
て

す
．
毎
朝
六
時
十
五
分
置
ら
一
時
聞
余

）
、
献
身
的
に
指
導
し
て
下
さ
る
先
生

方
と
、
そ
れ
に
応
え
子
供
と
親
が
一
体

と
な
一
．
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
こ
と
た
か
ら
自
分
て
起
き
て

来
な
い
と
准
も
起
し
て
や
ら
な
い
と
言

い
渡
し
て
い
ま
す
の
て
、
兄
妹
二
人
て

コ
ノ
コ
ソ
し
な
か
ら
一
お
は
よ
う
一

と
着
替
え
を
す
ま
せ
、
学
校
の
用
意
を

し
て
き
ま
す
、
．

　
司
れ
か
ら
何
か

を
し
ょ
う
と
す
る

時
一
牛
懸
命
そ
れ

に
向
か
う
心
を
伸

ば
し
て
や
ろ
う
と

す
る
家
族
の
協
力

こ
れ
が
必
要
て

す
。
夜
の
テ
レ
ビ

の
問
題
だ
っ
て
と

こ
の
家
庭
て
も
同

じ
で
す
。

　
テ
レ
ビ
を
見
る

時
間
と
番
組
を
子

供
と
一
帯
に
考
え

て
決
め
ま
し
た
。

六
時
か
ら
六
時
四

十
分
迄
、
N
H
K

を
見
る
の
て
す
。

そ
の
間
に
は
一
ふ

ろ
に
入
う
な
き

い
、
こ
は
ん
よ
「

な
と
と
言
わ
ず

に
、
D
つ
く
’
）
見

せ
て
や
り
ま
す
．

学
校
か
ら
帰
っ
て
、

3
0
、

七
時
の
二

　
子
供
は
、

ま
す
っ
テ

φ
噛
㌔
く
し
た
り
、
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特
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お
と
し
よ
う
の
い
る
家

庭
一
．
」
は
、
む
つ
か
し
い
事
て
し
ょ
う
．

　
も
ち
ろ
ん
嫁
の
私
に
は
、
ス
イ
ノ
チ

を
切
っ
た
う
音
を
小
さ
く
す
る
こ
と
は

て
き
ま
せ
ん
て
し
た
。
そ
れ
は
為
人
の

役
て
す
。
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時
問
か
あ
る
日
て

テ
レ
ヒ
は
か
け
ま
せ
ん
。
夜
は
、

　
　
ニ
ー
ス
を
見
ま
す
。

　
　
　
そ
の
頃
か
ら
勉
強
を
始
め

　
　
レ
ヒ
を
か
ナ
る
時
は
音
を
小

　
　
　
　
全
然
か
け
な
い
時
も
あ

　
そ
の
た
め
に
気

ま
ず
い
思
い
を
し

た
こ
と
も
あ
、
り
ま

し
た
，
て
も
、
そ

れ
も
始
め
の
う
ち

て
、
近
頃
て
は
、

私
も
「
勉
強
か
始

ヰ
よ
っ
た
か
・
つ
テ
レ

ヒ
を
切
る
わ
ね
「

と
切
れ
る
よ
う
に

な
う
ま
し
た
．

　
子
供
に
も
、
も

う
テ
レ
ヒ
ま
ん
が

は
卒
業
し
な
き
h

と
早
く
か
ら
云
一
．

て
い
ま
し
た

幸
、
学
校
か
ら
帰

っ
た
時
に
、
家
こ

し
い
ち
ゃ
ん
、
ま

あ
ち
わ
ん
、
私
と

い
ま
す
の
て
、
共

稼
の
家
の
子
供
の

こ
と
を
か
わ
い
そ

う
ね
と
い
い
ま

す
。

　
学
校
て
友
達
か
う
ら
や
ま
し
か
る
の

て
家
は
テ
レ
ヒ
ま
ん
か
を
見
ら
れ
ん
と

よ
と
話
し
た
ら
7
て
ん
な
ら
、
や
っ
ぱ

り
テ
レ
ヒ
の
方
が
い
い
わ
一
と
云
っ
た

そ
う
て
す
。
娘
は
「
私
は
、
わ
か
あ
き

ん
か
い
あ
1
3
方
か
い
い
」
そ
う
て
す

　
さ
て
先
日
テ
レ
ヒ
て
東
京
の
あ
る
私

立
中
学
校
の
入
学
試
験
の
こ
と
か
出
て

い
ま
し
た
．
の
ん
き
に
遊
ひ
回
っ
て
h

る
子
供
と
、
学
校
か
ら
塾
へ
と
勉
強
勉

強
て
す
こ
す
子
供
、
社
会
へ
出
た
ら
、

み
ん
な
暫
し
社
会
人
に
な
れ
る
セ
ろ
う

か
。
ず
い
ふ
ん
勉
強
す
る
こ
と
も
増
し

た
も
の
で
す
。
親
は
又
人
学
金
セ
如
何

翼
壁
と
大
変
て
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
の

子
供
は
、
動
労
に
よ
っ
て
お
金
を
得
る

尊
鼻
・
㌔
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

悪
い
こ
と
は
し
て
は
い
げ
な
い
。
人
に

迷
惑
を
か
ナ
る
こ
と
を
し
な
、
　
つ
上

い
子
、
か
ま
ん
す
る
子
に
な
れ
と
、
h

つ
も
子
供
に
話
す
r
人
も
、
絶
対
飲
酒

逆
転
を
し
な
い
と
了
供
に
言
っ
て
い
ま

す
　
そ
ろ
そ
ろ
、
父
親
の
職
場
、
つ
き

合
い
、
社
会
の
し
く
み
と
わ
か
う
か
＋

一
、
き
た
よ
う
て
す
。
残
業
や
宴
会
な
こ

て
夜
遅
く
帰
り
、
二
日
酔
て
朝
剣
道
に

つ
れ
て
P
ナ
な
い
父
を
、
　
一
余
り
紐
、
理

せ
ん
て
い
い
が
　
と
云
っ
て
く
れ
ま
す

そ
れ
ま
て
は
、
子
供
に
す
ま
ん
と
笹
、
理

を
し
て
い
た
の
て
す
が
、
甘
え
て
休
ん

’
、
い
ま
す
　
き
び
し
き
の
中
こ
い
た
わ

〕
の
気
持
を
持
つ
こ
と
も
人
切
て
は
な

い
て
し
ょ
う
か
　
こ
れ
か
ら
中
学
、
高

校
と
勉
強
も
大
切
て
す
か
、
健
康
と
社

会
の
一
員
と
し
て
の
某
合
作
う
も
欠
か

せ
な
い
今
日
て
す
　
そ
れ
は
家
庭
か
ら

生
ま
れ
、
学
校
て
生
ま
れ
社
会
て
生
ま

れ
そ
し
て
培
わ
れ
て
D
く
の
て
す

　
親
の
生
千
態
瞳
こ
そ
、
何
よ
り
も
子

供
に
と
っ
て
、
影
響
す
る
要
因
の
一
っ

て
は
な
い
て
し
・
玉
う
か
，
明
る
い
家
庭

そ
れ
は
母
親
の
笑
顔
か
ら
生
ま
れ
ま
す

私
は
そ
う
信
し
ま
す
，

8

暴
力
犯
罪
を
追
放
し
よ
う

　
コ
ー
ル
テ
ノ
●
ウ
イ
ー
ク
に
は
、
り

益
地
と
も
観
光
、
行
楽
な
と
て
人
出
か

多
く
な
り
解
放
的
に
な
’
，
て
暴
力
犯
罪

も
一
段
と
ふ
え
て
く
る
季
節
て
す
，
．

私
た
ち
の
平
穏
な
生
石
を
お
び
や
か
し

て
い
る
の
か
暴
力
犯
罪
て
す
．

　
最
近
の
暴
力
団
は
、
資
金
源
に
す
る

た
め
交
通
事
故
示
談
、
債
権
の
取
り
ユ
）

て
、
不
動
産
取
う
引
き
ま
て
し
て
い
ま

す
　
被
害
を
う
ナ
た
ら
勇
気
を
た
し
て

届
ナ
て
く
セ
き
い
　
被
害
か
小
さ
い
か

ら
と
い
一
ノ
て
そ
の
ま
ま
こ
し
て
お
く
と

ま
す
ま
す
つ
け
入
づ
ま
す

　
暴
力
を
見
た
り
、
聞
い
た
う
し
た
ら

一
一
⊃
番
に
竃
話
し
て
犯
罪
の
な
い
明

る
い
町
づ
く
り
を
し
ま
し
．
旗
う

災
害
に
備
え
よ
う

　
町
内
に
も
急
傾
斜
地
や
か
叶
く
す
れ

河
川
増
水
等
に
よ
る
被
害
危
険
ケ
所
か

多
い
よ
う
て
す
　
自
分
の
周
辺
を
も
う

一
咳
確
め
山
肌
に
亀
裂
か
入
一
．
た
な
と

も
し
異
常
を
発
見
山
・
・
れ
た
ら
す
く
役
場

か
駐
在
所
に
連
絡
を
し
て
く
た
き
い

一
備
え
あ
れ
は
憂
い
な
し
一
三
に
最
悪

の
場
合
を
考
え
て
準
備
す
る
こ
と
か
大

切
て
す
．

（
山
陰
敬
」
察
葛
派
出
所
）
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お
し
ら
せ

朝
集

ノ
　
　
ピ
’
．

税
金
の
異
議
申
立
て

　　　　　　　　　　”層　　　　　　　　一〆”　　　　　　　’〆卿　　　　　　一”〆　　　　”8　　　眉’”　　”　　　’　”一　一

　
納
税
義
務
者
は
、
賦
課
に
つ
い
て
異

議
が
あ
る
場
合
、
納
税
通
知
書
を
受
取

っ
た
日
か
ら
6
0
日
以
内
に
文
書
に
よ
り

町
長
に
対
し
異
議
の
申
し
た
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
、
．

稲
作
作
業
の
基
準
賃
金

　
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
町
農
業
委
員
会

で
本
年
度
の
稲
作
作
業
の
基
準
賃
金
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
度
は

じ
め
に
他
の
労
賃
の
上
昇
状
況
な
ど
を

勘
案
し
、
基
準
的
な
労
働
賃
金
と
し
て

決
め
て
い
る
も
の
で
す
．
、

　
田
植
作
業
　
男
女
と
も
一
日
二
千
五

百
円
。
耕
う
ん
機
を
使
う
人
は
三
千
五

百
円
。

　
叶
う
ん
機
　
1
0
－
7
ル
当
り
荒
起
・
三
千

五
百
円
、
荒
代
二
二
千
五
百
円
、
植
代

・
三
千
五
百
円
。

　
田
植
機
　
1
0
ノ
当
り
三
千
五
百
円
．
．

（
補
植
を
含
ま
な
い
。
）

　
バ
イ
ン
ダ
ー
　
1
0
7
ル
当
り
四
千
五
百

円
。
　
（
ヒ
モ
代
を
含
む
）

印
紙
税
法
の
改
正

　
こ
の
た
び
印
紙
税
法
の
一
部
が
改
正

き
れ
ま
し
た
。
昭
和
5
2
年
5
月
1
日
以

降
に
作
成
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
が
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
き

い
．
．

　
主
な
改
正
点

▽
今
ま
で
5
0
円
の
印
紙
税
が
課
さ
れ
て

い
た
文
書
は
、
す
べ
て
m
円
の
印
紙
税

が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
通
帳
、
判
取
帳
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

2
倍
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
．
、

▽
土
地
売
買
契
約
書
、
請
負
契
約
書
、

手
形
、
売
上
代
金
の
受
取
書
な
ど
金
額

に
応
じ
て
課
税
き
れ
る
文
書
の
う
ち
、

高
額
な
も
の
に
つ
い
て
も
税
額
が
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
．
．

▽
一
定
の
書
式
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ

り
印
紙
税
を
申
告
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
文
書
に
、
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

電
線
に
ご
注
意
！

被
爆
者
の
健
康
診
断

　
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
被
爆

者
手
帳
及
び
健
康
診
断
受
診
者
証
所
持

者
に
対
す
る
5
2
年
度
第
1
回
健
康
診
断

を
5
月
中
に
実
施
し
ま
す
、

　
受
診
料
は
無
料
で
日
程
に
つ
い
て
は

日
向
保
健
所
か
ら
該
当
者
宛
に
連
絡
し

ま
す
。テ

ニ
ス
会
員
募
集

　
町
内
一
の
テ
ニ
ス
愛
好
家
で
は
つ
y
ご
．
の

要
領
で
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
．

　
▽
目
的
　
テ
ニ
ス
を
通
じ
人
の
和
を

　
広
め
親
睦
を
は
か
る

　
▽
資
格
　
老
若
・
男
女
・
初
心
者
を

　
問
わ
な
い

　
▽
申
込
　
町
教
育
委
．
員
会

　
　
　
　
　
山
口
佐
和
男
宛

　
　
　
　
電
話
ニ
へ
、
k
）
一
番
内
線
5
0

　
鯉
の
ぼ
U
や
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
を
立

て
る
と
き
近
く
の
電
線
に
ふ
れ
思
わ
ぬ

感
電
事
故
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
線
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

煮
騨．．
　一『、〆．＼＿＿．

くtしう

。（の

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
親

　
　
　
　
納
期

可
。
　
期

5
月
3
1
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．

　
▽
鶴
野
内
の
中
田
ま
き
き
ん
か
ら

（
小
長
井
治
作
払
、
、
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

　
▽
鶴
野
内
の
塩
月
ナ
ツ
き
ん
か
ら

（
留
古
き
ん
・
8
9
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
5
月
1
7
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

一…一 ﾜちのうごき…一一
P

ノ＼　口　6，709．ノ＼（一59）’

　男　　3，289ノ＼（一15）1

　女　　3，420ノ＼（一44）1

世帯数L749　（＿　g）

52年4月1日現在

（　）は対前月比

創
製
懇

　
　
　
　
　
3
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

…．

D
．
赤
ぢ
2
1
嶽
艶
名
．
．
．
交
朔
名
i
偲

田黒小rll黒涛

中木林口木ヨ
　　　　　1
則大俊隆美．傷
子輔博寛佳． ｼ

保忠光幸　父
　　　　稔の
雄雄雄男　名
田迫福小寺住
里三論迫所

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏
　
　
　
　
　
名

工宝寺後黒是黒植田前黒佐鈴水矢木黒橋

田野原藤木則木野原川木藤木野北村木口

五林順敏恵三そ政ふ浩大國肩夫朝孝竹二
　　　　美　　　　じ　　　　美　太　　　名

代次子行子男ね秀子規和光子雄美郎子男

早福鶴西迫福迫寺田仲日落日仲日小日小庄
｛彊講舗瀬．駈一野溜㍑、箔置静

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

雀海桑酷氏
井野原藤田

治平ママ蓮．

論。。書名

911・・8・8・68癖

二面坪羽迫住
匙邉．購所


	ゴミ収集に協力を－決まった日に指定の場所へ
	国保税条例の一部改正
	ひとのうごき
	頌徳祭と慰霊祭
	主索循環式架線による間伐材の搬出　山田典生
	家庭の教育－迫野内黒木スナヲ
	暴力犯罪を追放しよう

